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遼寧双台河口国家級自然保護区の

鳥類生息状況と生息環境の保全
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はじめに

中国遼寧省の遼河三角洲にある盤錦湿地は，世界的な希少種のタンチョウＧｒｕｓ

ﾉαPC凡e"sjsの繁殖南限であり（眺1984,邸1991)，ズグロカモメＬａｍｓｓａｕ凡derSj（施・

崖1989,梁ほか199lb）と，カオジロダルマエナガParadoxomjsﾉieudejの繁殖地であ

る（金ほか199lb）ほか，ツル類など水鳥を中心とした渡りの中継地となっている鳥類

の重要な生息地である（金ほかl991a)．この盤錦湿地の中でとりわけ重要な地域が，双

台河口国家級自然保護区である．ここでは，保護区内であってもエビや魚の養殖などの漁

業，水田開発などの農業，油田開発といった産業活動が進行しつつあるため，これらの開

発行為が鳥類など自然環境に与える影響について調査を行ない，保護区の環境保全計画を

早急に立案する必要がある．

日本野鳥の会北九州支部は，1987年より遼寧鳥類研究中心と情報交換を行ない，1988年

に遼寧鳥類研究中心から，保護区の鳥類生息状況把握と鳥類調査方法の研修を目的とした

調査を，日中共同で実施するという提案を受けた．そして，1989年から1993年までの５年

間，ラインセンサス法やテリトリーマッピング法など鳥類生息状況の調査法の研修を兼ね

た調査とともに，タンチョウやオオセッカＭｅｇａ血rusp7yerjといった保護対策の必要な

希少種を中心とした生息分布調査を行なった．本報告では，調査で明らかになった保護区

内での鳥類生息分布状況をもとにして，保護区内の環境保全対策立案への考え方をまとめ

た．
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調査は，日本からは日本野鳥の会と日本野鳥の会北九州支部，中国からは遼寧鳥類研究

中心，遼寧双台河口国家級自然保護区の各機関が参加して行なわれた．調査を実施するに

あたっては，日本企業によるアジア野鳥保護の会（会長麻生泰）から資金援助を受けた．

また，1992年と1993年の調査は，日本野鳥の会のツル類総合研究プロジェクトの一環とし

て行なわれた．

調査地

遼寧双台河口国家級自然保護区のある遼河三角洲は，中国遼寧省の遼東湾に面した，北

緯40o40'から41o30'，東経121o30'から122.30'に位置する（図１)．大遼河，双台子河，

大凌河，小凌河などの河口に広がる面積396,000haの淡水湖沼，ヨシ原，塩性湿地，干潟

を含む湿地である．干潟にはエビの養殖場が設けられ，湿地内の湖沼では魚の養殖が行な

われている．湿地の東側は水田となっており，南東側は塩田である．冬季はほぼ全域が凍

結する．湿地内にある79,900haのヨシ原に生育するヨシはパルプ原料となっており，冬季

に刈りとられる．三角洲内では，ヨシ原の拡大や水田開発のため，海につながる水路に堰

を設けて湿地の淡水化が行なわれている．

自然保護区は，三角洲南部の双台子河両岸の海に面した面積80,OOOhaで（図２），保護

区内では狩猟や漁猟が禁止されている．しかし，産業活動が禁止されているのではなく，

ヨシの採取は保護区内のほぼ全域で行なわれ，エビや魚の養殖も随所で行なわれている．

また，三角洲周囲は中国国内で第３位の産油量を持つ油田地帯となっており，保護区内に

も多数の油井が存在し，規模が拡大しつつある．日本の開発援助などによる水田干拓も盛

んに行なわれ，保護区内に農業用貯水池や新たな水田が開拓されつつある．これらの開発

の進行にともない，保護区内の集落や市街地の規模も大きくなりつつある．

保護区内の環境は，大きく汽水域と淡水域にわかれ，それぞれ約40,OOOhaである．汽水

５．Ｎ
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図１．双台河口国家級自然保謹区の位溌一

Ｆｉｇ．１．LocationoftheCountryGradeofLiaoningShuangtaiHekouNatureProtection
Area．
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域の潮間帯は泥質の干潟となっており，干潟と堰のあいだはSzZaecIaspp､の群生地となっ

ている．潮位差は平均3.9ｍで，エビの養殖池は，干潟に泥で堤を設けてつくられてい

る．

淡水域は，堰堤と堰によって海水の進入が妨げられている地域で，ほとんどがヨシ原と

なっている．ヨシ原の水深は20ｃｍから30ｃｍで，水路跡がヨシ原の中に池として残ってい

て，魚の養殖に使用されている．淡水域は，農業用水の貯水池としても使われており，５

月下旬と７月上旬には水位が高いが，水IIlを湛水させる６ﾉjは水位が下がる．部分的に高

い地形となっているなどで，水が入らない場所は乾いた草原となっていて，放牧地として

利用されている．保護区の北東部は油井が多く設侭され，貯油施設や市街地もある．湿地

内には，養殖場や油井の管理用道路が設侭され，油井が多い地域は道路が縦横に存在する．

水Ⅲ開発は，双台了河左岸の大規模な干拓により進められている（図２)．

調査内容および方法

生息分布調査は，保謹区内を東西南北１ｋｍのメッシュに区切り，道にそって歩きなが

ら，メッシュごとに生息の確認できた種を記録した（図３)．調査を実施したメッシュは，

144だった．調査は1993年の繁殖期にあたる６月21日から24日に実施した．各メッシュの

環境は，植生と.'二地利川状況によって以下の８タイプにわけた．

ヨシやスゲ類，ガマ瓶などが生育する湿地である．小さな水路や池は

あるが広い開水面はない．

ヨシ湿地に広い淡水の開水面が存在する．

ヨシ湿地に油井が存在する．油井は，１ｋｍ2あたり数か所以下である．

ヨシ湿地に油井がｌｋｍ２あたり十数か所と多く存在し，貯油施設も存

在する．

ａ２ョシ
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乾いた場所で，高さ１ｍ前後の草本が生育する．

満潮時には潮に没する地域で，エビの養殖施設も含む．

村や町などで人家や建築物が多い．

また，記録種数の地域的な違いをみるために，保護区内を図３のような５地区にわけて，

各地区に属するメッシュの記録種数を比較した．各地区の調査メッシュを環境タイプごと

に集計したものが表１である.１地区は，双台子河右岸の北部にあたり，油田関係者の居

住する町と水田を含む．町の北部は油井や貯油施設など保護区内で最も油田関係の施設が
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図３．調査地のメッシュ図．破線は，タンチョウの調査コースを，影は生息調査の調査メッシュを示
し，図中の数字は地区番号を示す．

Ｆｉｇ．３．Ｍｅｓｈｍａｐｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａ，ＢｒｏｋｅｎｌｉｎｅｓｈｏｗｓｔｈｅｃｅｎｓｕｓｌｉｎｅｏｆRedCrowned

Cranes・Theshadedsquaresrepresenttheobservedmeshes・Numbersshowthearea
number．

表１．各地区の調査メッシュの環境区分．

Table１．Numbersofmeshesofeachenvironmenttypeineacharea（SeeFig.３)．
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多い場所である．調査したメッシュも，集落内と油111施設が多い．２地区は１地区の南側

で，ほとんどがヨシ原である．油井の設置されている地域が多く，１ｋｍから２ｋｍの間隔

で道路が縦横に存在する．３地区は２地区のさらに南で，ヨシ原のほかに，乾いた草地や

湖沼，干潟が多い．４地区は双台子河左岸の北部で，ほとんどがよく生長したヨシ原であ

る．５地区は４地区の南で最近まで干潟や塩性湿地であったが，干拓工事が開始され，現

在はほとんどが乾いた草地となり，1993年には一部が水田となった．

希少種であるタンチョウとオオセッカについては，特別に調査を行なった．タンチョウ

の生息分布調査は，1991年および'992年に行なった．しかし，1991年は５月下旬の調査で

あったため，ヨシが高く，タンチョウはほとんどみることができなかった．1992年は，ヨ

シがあまり高くない５月11日，１２日および14日に調査を行なった．道路を時速約30kｍで

車で走行し，タンチョウを発見した場所と数を記録した．監視櫓のあるところでは櫓の上

から観察した．調査コースの位置は図３に示した．保護区内の主要な部分は観察されてい

るが，右岸の一部と左岸の北部は調査できなかった．ただし首を下げていてヨシに隠れ，

みつけられなかった個体もある可能性がある．

オオセッカについては，1993年の生息分布調査時に生息の確認できた場所で，さえずり

数を記録するとともに，さえずっている場所の植生を記録した．

結果および考察

１．生息分布

生息分布調査では表２に示した58種が記録された．主として水域に生息するカイツブリ

目が２種，サギ目５種，カモ目１種，ツル目３種，チドリ目11種，カモメ目７種で，合計

29種と記録種の半数を占める．その他のブッポウソウ目２種，タカ目３種，キジ目２種，

ホトトギス目１種，スズメ目21種も湿地や草原をおもな生息環境とする種であった．

記録されたメッシュ数が最も多かったのはオオヨシキリAcrocephα〃sα『u"dmaceusで，

調査メッシュ全体の92％にあたる132メッシュであった．ついで，カッコウCtjcuZus

ca凡orｕｓの７６メッシュ，ツバメHjru"ｄｏ７．ustjcaの６４メッシュ，クロハラアジサシＳｔｅｍａ

ﾉiy6rjdaの52メッシュが分布の広かった種である．オオヨシキリは個体数も多く，ヨシの

生育状態のよいところでは1991年５月23日に行なったテリトリーマッピングの結果では１

kｍ×50ｍの範囲に25のテリトリーを認めた．カッコウのヒナに給餌するオオヨシキリが

確認され，カッコウを攻撃するオオヨシキリも各地で確認した．カッコウは主としてオオ

ヨシキリに托卵するため，オオヨシキリと同様に保護区内に広く分布している．

地区別に記録種数をみると，３地区が51種で最も多く，１地区が24種で少なかった．各

地区の記録頻度の多い上位４種を比較すると，１地区はオオヨシキリ，スズメPasser

monta7zus，ツバメ，カッコウ，２地区がオオヨシキリ，カッコウ，スズメ，ムラサキサ

ギArdeapu””eα’３地区がオオヨシキリ，カッコウ，クロハラアジサシ，スズメ，４

地区がオオヨシキリ，ツバメ，ヨシゴイなo6〃c加ｓｓｊｎｅ凡sjs，ムラサキサギ，５地区が

ズグロカモメ，シロチドリＣﾉiaradrjusajejcα"drmus，アカアシシギｍｒｍｇａｔｏｔα"us，セ

イタカシギＨｉｍα"tOpushjma凡topus，コヒバリＣロノα"dre"αr唯sce凡s，ツバメ，オオヨ

シキリだった．１地区から４地区は共通している種が多いが５地区は大きく異なっていた．

1地区から４地区までは，すべてオオヨシキリが最も多いのは共通しているが，１地区か
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表２．各種の各地区ごとの記録メッシュ数．

Table２．Listofrecordedspecieswithnumbersofobservedmeshesineacharea．
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図４．各メッシュの記録種数．

Ｆｉｇ．４．Ｎｕｍｂｅｒofrecordedspeciesineachmesh・

ら３地区まで多かったスズメとカッコウが４地区ではいなくなり，ヨシゴイとムラサキサ

ギが入っている．４地区がほとんどがヨシ原であるためと考えられる．５地区は干潟に近

く，干拓地で乾いた草地や裸地が多いことから，シギ類やヒバリ類が多くなった．

生息分布調査を行なった144のメッシュそれぞれの記録種数を示したものが図４である．

各メッシュの調査時間は15分から30分の範囲だった．メッシュによる記録種数の違いが大

きく，１メッシュの最高記録種数は14種，最低は１種だった．地区間で，記録種数に差が

あるかをみるため，各地区で平均種数の６種以上の記録があったものと、５種以下の記録

数しかなかったメッシュの数をまとめたものが表３である．２地区から５地区では６種以

上の記録数を持つメッシュがほぼ同数から倍以上あるのに，１地区では５種以下の記録数

のメッシュが全体の74％を占める１４メッシュだった．この地区間の差についてＸ2検定を

行なったところ，ｌ地区は２地区（Ｘ２＝5.703,.f＝１，Ｐ＜0.05)，３地区（Ｘ２＝14.123,

.f＝１，Ｐ＜0.01)，５地区（ｘ２＝3.901,.f＝ｌ，Ｐ＜0.05）とは有意な差がみられたが，４

地区とは差がみられなかった（Ｘ２＝1.931,ｄｆ＝１，Ｐ＞0.05)．しかし，４地区は３地区

とは有意な差がみられたが（ｘ２＝5.429,.f＝１，Ｐ＜0.05)，２地区（ｘ２＝3.105,.f＝１，

P＞0.05）と５地区（ｘ２＝0.473,.f＝１，Ｐ＞0.05）とのあいだには有意な差はみられなかつ

表３．各地区の記録種数の頻度分布．
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た．１地区と４地区は記録種数が他地域より少なめだが，ｌ地区で特にその傾向が顕著で

ある．

２．タンチョウの生息状況

１）生息分布

タンチョウの生息分布調査の結果を図５に示した．５月11日に右岸では３巣を含む１０か

所で合計１５羽を発見した．発見した場所はほとんどが南部の油井の少ない場所であった．

７から８つがい，合計16羽程度が生息していると考えられる．５月12日には左岸中央部の

ヨシ原で，１２か所合計30羽を発見した．この中のlか所は，亜成鳥など非繁殖個体と思わ

れる16羽の群れであった．５月14日も同じく左岸中央部の１２か所で合計24羽を発見した．

この中には４羽と５羽の非繁殖個体と思われる群れが含まれる．左岸には成鳥が10つがい，

20羽，若鳥が15羽から20羽程度生息していると考えられる．したがって，湿地全体では約

20つがい，成鳥数約40羽，非繁殖個体約20羽が生息していると期待される．

タンチョウの営巣密度について，正富・百瀬（1989）は北海道東部の湿地でl00haあた

り0.138から0.087と報告している．これを保護区のヨシ原の面積38,000haにあてはめると

53巣から33巣になり，保護区内での営巣数は北海道東部の湿原に比較してかなり低い密度

といえる．

しかし，生息が確認された地域は，油井がほとんど設置されていないヨシ原の南部に限

られ，この地域だけみると，営巣密度は北海道東部の最も密度の高い地域と同程度となる．

油井の多いところは比較的乾燥しているなど環境が違うため，油井がタンチョウの生息に

影響を与えているのかどうかは不明である．しかし，油井周辺は通行車両が多く，タンチョ

ウの生息に影響を与える可能性がある．今後さらに油井が増加すると，タンチョウの生息

に悪影響をおよぼすことが考えられるので，より詳細なタンチョウの生息分布調査を実施

《
rヨグ、

脳獣

図５．タンチョウの生息確認地点．

Ｆｉｇ．５．DistributionofRedCrownedCranesobservedinMayl992．
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し，油井など人為的な撹乱による影響を把握する必要がある．

２）営巣環境

1991年に発見することのできた巣について，巣の形状およびその周辺の地形と植生につ

いて記録した．また，1992年には，巣の形状のみ記録した．1991年および1992年に発見す

ることのできた巣はいずれも右岸南部の，三道溝と南井子とのあいだであった．この周辺

は，油井の数が少なく，道も少ない．

1991年に発見した巣の周辺は，水深50ｃｍから30ｃｍで，スゲ類の生育する湿地であるが，

巣は周囲より高くなった場所につくられていた．巣は地上にヨシを積み上げてつくられて

おり，外径は直径130ｃｍ，巣の高さは９ｃｍであった．産座の大きさは，直径20ｃｍだった

が，巣の形状がすでに崩れかけていた．

1992年には1991年に発見した営巣地と近い場所に３巣を発見し，この中の２巣の形状を

計測した．ｌ巣は，水深４ｃｍと浅いところにつくられていて，巣の外径は１１０×120ｃｍ，

巣の高さは１４ｃｍだった．巣材はヨシであった．もう１巣は水深30ｃｍのところにつくられ

ていて，水中からピラミッド状にヨシとガマを積み上げてあった．水面での外径は180ｃｍ

で，巣高は14ｃｍ，巣の外径は直径１００ｃｍ，産座の直径は50ｃｍだった．２番目の巣には卵

が２つあった．

３．オオセッカの生息状況

オオセッカは，1989年の５月と1991年５月にはそれぞれ１か所でさえずりを確認した．

1993年には４か所で合計１５羽のさえずり個体を確認したが，1991年にさえずりを確認した

場所には生息していなかった（図６)．生息確認地点は右岸のみで，海岸に近い部分に点

在していた．それぞれの確認地点でのさえずり数は，２から６個体とかなり少ない．未調

査の地域も多いことから，生息地点はほかにもあると思われるが，さえずり数は今回の確

図６．オオセッカの生息確認位置とさえずり数．

Fig.６．DistributionofJapaneseMarshWarblersM2gaJurusp尻yerjobserved・Ｎｕｍｂｅｒｓ

ｓｈｏｗｓｉｎｇｉｎｇｎｕｍｂｅｒｓｏｆｉｎｄividuals．
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認数の倍以上になるとは考えられない．したがって，生息数は最大でも60羽程度と考えら

れ，地域個体群としては絶滅に直面している状態といえる．

1993年のオオセッカのさえずり地点の植生を示したものが表４である．２か所は，高さ

約1.5ｍのヨシＰﾉiragmjtesaustrajjsが疎生するあいだに高さ１ｍ程度のコウキヤガラ

Bo必ＯＳＣﾉｶCe皿smarjtjmusあるいはコガマ７１ypﾉbaorje"tα"sが密生していた．lか所は，

コガマの生育状態はほかと同じだが，ヨシは生育せず，高さ約1.5ｍのガマ７１ypﾉｂａ

ｍｔ肋Ｉｊａが疎生していた．植生調査を実施できなかった生息地ではウキヤガラ

Bo必ＯＳＣﾉioe"us伽ujatijjsが生育していた．これらの生息地の植生について共通するのは，

①幅５ｍｍから１０ｍｍ程度の細長い葉を持つ，高さ１ｍ程度の単子葉植物が密生する，②

高さ1.5ｍ程度の稗を持つ植物が疎生する，の２点である．

西出（1975,1982）は八郎潟において，オオセッカの生息地はヨシとイが混生している

場所であると述べている．生育している植物の種は異なるが，植生の構造は似ている．オ

オセッカの生息地保全では，現在生息している場所を保護していくことに加えて，生息環

境条件を満たす植生を保つ必要がある．

鳥類生息環境保全上の問題点

保護区内の鳥類生息保全上の問題として，金ほか（1991a）は人間による採卵や捕捜を

あげ，監視や教育活動が必要なことを述べている．梁ほか（1991a）は，希少種に対して

卵やヒナを捕食動物から保護することと，営巣地の環境保全の必要性を述べている．この

ほかにも前述したように，ヨシ原の拡大と収種，油111や水111の開発などが実施され，自然

環境への人為的影響が大きい．ここでは生息環境保全上の問題点と保全対策立案の考え方

についてまとめた．

１．ヨシ原の管理

ヨシ原に生息する鳥類にとって，ヨシとスゲ類やガマ類などの生育状態が生息環境条件

として重要であると考えられる．保護区内では，パルプ原料としてヨシが冬季に収種され

ているが，ヨシの刈りとりは湿地への有機物の蓄積と水質の過富栄養化を防ぐこととなる．

湿地はかんがい用水の貯水池としても使われており，５月から７月にかけて水位が変動す

る．かんがい用水の貯水時に導流される水は泥を多量に含んでいるため，堆積泥は相当量

になると考えられる．これらの管理が植生など鳥類の生息環境にどのような影響を与えて

いるかわかっていない点が多い．現在は，保護区全体として生息環境の多様性は保たれて

いるが，湿地生態系への人為的管理の影響は大きいと考えられる．

今回の調査では，植物の生育状況と生息鳥類との関係について，十分な調査はできなかっ

た．一般的には，ヨシの草丈が高く密度も高い場所ではオオヨシキリやカオジロダルマエ

ナガが多く，オオセッカはヨシが少なくてスゲ類や小型のガマが多い場所，タンチョウは

ヨシが少なくて水面の多い場所を生息場所として必要としていると考えられる．生息鳥類

の多様性を維持するためには，ヨシ原の植生や地形など環境構造の多様性の維持が必要と

いえる．

２．油田開発の影響

遼河三角州周辺には多数の油井が設置されていて，保護区内にも多くの油井や貯油施設

が存在する．保護区内の油井は１００か所以上におよび，特に保護区の北東部から中央部に
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多い．この油井からは，パイプラインで原油が貯油施設に導かれるほか，タンク車でも運

ばれていて，油井の管理と原油の運搬のための道路が保護区内に建設されている．油田関

係者の生活する街区も広がりつつある．タンチョウの生息分布は，これら油田施設を避け

ていたが，開発による鳥類への影響として，以下のようなことが考えられる．

ｌ）道路による湿地の分断

油井の管理用道路は湿原を分断し，水の移動を妨げる．道路による湿地植生への顕著な

影響はわからなかったが，湿地生態系になんらかの影響を与えていると考えられる．鳥類

にとっては，道路を通行する車による影響が大きいと思われる．管理用道路は，ポンプな

どの施設管理の車や，原油を運搬する車が頻繁に走行する．このことは，行動圏の大きな

鳥類の湿地利用を困難にする．また，道路にそって電線が敷設されている場合が多いが，

タンチョウなど大型の鳥類は夜間や夕暮れの暗い時間帯に衝突して死傷することがある

(北海道1991)．

２）油の流出

油井から出た廃油は，素堀の穴に溜められている．油成分が土壌を浸透して湿地へ拡散

している可能性は大きい．増水時に廃油が流れだすことも考えられる．また，油井と貯油

施設を結んでいるパイプラインが損傷し，湿地に原油が流出している．油成分には，生物

に対して毒性のあるものが多い．

３）湿地内に大きな構築物が出現することによる影響

油井には，原油のくみ上げポンプや櫓，タンクなど人工建築物が設置されている．ポン

プは騒音はあまり出さないが，昼夜にわたて重りが動いている．タンチョウなど大型の鳥

類は警戒して，油井周辺を利用しなくなるおそれがある．

４）保全項目

自然保護区内での油井の設置は本来ならばさけるべきである．もしも設置する場合は，

鳥類の生息状況に悪影響を与えないように配慮しなければならない．現在の油井が悪影響

を与えている場合には，その対策を検討すべきである．そのために油井と鳥類の生息分布

状況との関係について，詳細な調査を早急に実施すべきである．また，油井やパイプライ

ン敷設場所周辺の水質調査を行ない，油成分の流出による生態系への影響の有無を明らか

にしなければならない．そして，油井数の抑制と流出事故を防ぐための対策を検討すべき

である．

３．塩性湿地の保全

双台河口自然保護区は遼東湾に面した位置にあり，干潟など海水の影響を受ける塩性の

湿地や裸地，汽水域は重要な環境要素である．鳥類にとっても，塩性の湿地や裸地は生育

する植物の高さや密度が少ないことから，シギ・チドリ類やアジサシ類の営巣地として重

要であり，汽水域は，多くの魚類や無脊椎動物が生息するため水鳥類の採食地となってい

る．世界的な稀少種であるズグロカモメも塩性の裸地に集団繁殖地を形成する．今回の共

同調査では，渡りの状況については期間が短く十分な調査はできなかったが，1990年10月

には，塩性湿地には世界的な希少種であるソデグロヅルが飛来していた．

しかし，この保護区においては塩性湿地の淡水化が積極的に進められてきた結果，双台

子河の右岸では干潟以外の塩性湿地や裸地がほとんどなくなっていた．左岸には，干潟と

ヨシ原のあいだに塩性の湿地や裸地が存在していたが，大規模な干拓工事が実施されてお
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り，ほとんど消失する．

現在残されている塩性湿地は，確実に保護されなければならない．さらに，土地利用計

画を修正し，一部の水門を開けて干拓計画地やヨシ原に塩性湿地を回復すべきである．

４．水田管理のありかた

保護区の内部には，これまで水田はほとんど存在していなかった．しかし，1990年から

双台子河の左岸で大規模な干拓工事が実施され，1993年には一部で稲作が開始された．こ

の結果，干拓計画地の海岸に面した塩性湿地が失われた．今後計画地全域が水田として利

用されるようになると，生息する鳥類への影響は大きい．水田は，その耕作形態によって

は多くの生物の生活の場となり，鳥類の採食地や営巣地となりうる．部分的に塩性湿地を

復元して影響を少なくするほか，保護区内の水川として，鳥類の生息地としての役割を果

たすような水田経営を検討すべきである．

５．モニタリング調査

保護区の管理のためには，植生など自然環境と鳥類生息状況を監視するモニタリング調

査の実施は不可欠である．今回の調査では調査日数が限られていたため，調査内容は不十

分な点が多く，特に保全計画検討に必要な自然環境条件の把握は既存資料も少なく実際に

調査を行なうこともほとんどできなかった．開発による環境の改変が大規模に進んでいる

中では，自然環境全体の調査が重要である．以下のような調査を実施し，調査結果にもと

づいた環境保全対策を検討すべきである．

１）環境調査

鳥類の保全計画を検討するためには，保護区内の地形，植生など環境条件の把握が不可

欠であるが，これらの調査はこれまでほとんど行なわれていない．無機環境として，現況

地形に加えて河川流量と堆積土量を調査し，地形の変化を予測する．油田施設が保護区内

外に多いことから，水質や大気調査で油成分の含有量の調査も必要である．植生について

は現況植生図の作成と地形変化に対応した植生遷移による変化を予測するとともに，水位

調節とヨシの刈りとりによる植生への影響も調査する．

２）鳥類調査

①希少種の生息状況調査

タンチョウやオオセッカ，ズグロカモメなど生息数と生息場所が限られている種につい

ては，詳細な生息分布と生息地の環境条件，繁殖成功率や生存年数も調査することが望ま

しい．また，水面近くに営巣する種は，繁殖期の水位変動が繁殖成功率に大きな影響を与

える．タンチョウについては，毎年の繁殖進行状況を追跡し，卵やヒナが溺れないようか

んがい用水の導流時期や貯水水位を調整する必要がある．

②生息分布調査

生息種全体についても生息分布や生息密度の変化の継続的な調査を実施する．今回の調

査でもちいたメッシュ法であれば，広範囲の分布状況を調査することが可能である．偶発

的な目撃記録などもメッシュにより整理しておくことは，生息記録の管理上有効な方法で

ある．その上で，地形や植生，土地利用など環境条件も同じメッシュにより整理し，環境

と鳥類生息分布との関係を分析する．

繁殖期の生息密度については，代表的環境でテリトリーマッピングとラインセンサスを

組み合わせて単位面穣あたりの生息数を把握する．
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渡りの時期に水域を利用する烏については，干潟，湖沼，河川それぞれに数地点づつ調

査地点と調査範囲を定めて継続的に調査を続け，生息数の経年変化を把握する．

最 後に

双台河口国家級自然保護区を含む遼河河口三角州の盤錦湿地は，希少種を含む多様な鳥

類相を持ち，渡りの中継地としても重要な場所でもあり，国際的にも保護していかなけれ

ばならない重要な湿地である．近年は，地球規模で進む環境破壊を防ぐために各国が共同

で自然保護の必要な地域を保全していかなければならないという認識が生まれ，世界遺産

条約や生物の多様性保護条約など自然環境保全にかかわる条約が次々に成立している．

このような国際的な自然環境保全条約のひとつに湿地の保護を目的とした「特に水鳥の

生息地として重要な湿地に関する条約」がある．中国政府が，盤錦湿地をこの条約の登録

湿地とし保全をはかること望みたい．そして，金ほか（1991a）が提案しているように，

湿地の自然を活かして国際的な鳥類研究，環境教育および国際交流の場とする利用が進む

ことを期待する．
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